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伊豆諸島御蔵島から得られた分布北限記録のキビレハタンポ

松山侑樹 1・和田英敏 2, 3

During an ichthyofaunal survey of Mikura-jima island, Izu 
Islands, Japan, a single specimen (133.3 mm standard length) 
of Pempheris vanicolensis Cuvier, 1831 (Perciformes: Pemphe-
ridae), distributed in the western Pacific Ocean, was collected 
from the Mikura-jima Port on the north coast of the island. Be-
cause distributional records of P. vanicolensis in Japanese waters 
have been limited in the Ryukyu Archipelago, the specimen 
represents the first record of the species from the Izu Islands, as 
well as the northernmost records for the species.
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 Abstract

ハタンポ科ハタンポ属 Pempheris Cuvier, 1829は主に沿

岸の岩礁域やサンゴ礁域に生息する夜行性魚類で，全世界

に 74種，日本国内から 8種が知られている（Koeda et al., 

2013, 2021；小枝，2018; Fricke et al., 2024；本村，2024）．

日本では島嶼域において特に種多様性が高く，2010年以

降の一連の日本産ハタンポ科魚類の再検討の過程で多くの

新種や日本初記録種が確認されている（Koeda et al., 2010a, 

b, 2013; Koeda and Motomura, 2017）．

伊豆諸島御蔵島における魚類相調査の過程で，2024

年 8月の夜間に島の北側に位置する御蔵島港で 1個体の

ハタンポ属魚類が釣獲され，キビレハタンポ Pempheris 

vanicolensis Cuvier, 1831に同定された．キビレハタンポは

これまで国内からは琉球列島からのみ記録されており，こ

れまでの本種の分布北限は琉球列島に属する奄美群島で

あった（Koeda et al., 2010b, 2016；中村ほか，2022）．した

がって，御蔵島産の標本はキビレハタンポの伊豆諸島から

の初記録かつ分布北限記録となるためここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Koeda et al. (2014)にしたがった．標

準体長は体長または SLと表記し，体各部の計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．本報告に用

いた標本（KPM-NI 82681，133.3 mm SL，伊豆諸島御蔵

島　御蔵島港，水深 5–7 m，2024年 8月 26日，松山侑樹

釣獲）および同標本の鮮時写真（KPM-NR 250239: Fig. 1）

は，それぞれ神奈川県立生命の星・地球博物館に魚類標本

コレクション（KPM-NI）および魚類写真資料コレクショ

ン（KPM-NR）に保管されている．ただし，同館の資料番

号はコンピュータ上での利便性からゼロを含む 7桁の数字

で表記されることがあるが，ここでは資料番号として本質

的な有効数字で表記した．

結果と考察
御蔵島産の標本は，体が強く側扁し体高が高い，眼が

大きい，臀鰭軟条数が 41，臀鰭の基底部からおよそ ½ま

でが小鱗で覆われる，および側線が尾鰭後縁に達すること

などにより Tominaga (1963)，Mooi (2001)，および Koeda 

and Motomura (2017)が定義したハタンポ属 Pempherisの特

徴と一致した（Fig. 1; Table 1）．さらに側線鱗数が 63，側

線上方横列鱗数が 5½，胸鰭が黄色，胸鰭基底に黒色斑が

ない，腹鰭前方に明瞭な隆起線がある，および臀鰭縁辺が

黒いことなどの特徴が Koeda et al. (2010b)，Koeda (2019)，

中村ほか（2022）の報告したキビレハタンポ Pempheris 

vanicolensisのソロモン諸島産のシンタイプ，日本産およ

び台湾産の一般標本の標徴とよく一致したため，本種に同

定された（Fig. 1; Table 1）．なお，御蔵島産標本の体各部

の計数・計測値は概ねKoeda et al. (2010b)と中村ほか（2022）

の報告したキビレハタンポの変異幅に内包された一方で，

背鰭前長（pre-dorsal-fin length）と背鰭起部－腹鰭起部間
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Fig. 1. Fresh specimen of Pempheris vanicolensis from Mikura-jima island, Izu Islands, Japan. KPM-NI 82681, 133.3 mm SL. Photo 
by H. Wada.

Table 1. Counts and measurements of Pempheris vanicolensis.

Koeda et al. (2010) Nakamura and  Koeda (2022) This study
Santa Cruz Is. Iriomote-jima I. Kikai-jima I. Mikura-jima I.

Syntypes Non-types Non-type Non-type
n = 3 n = 6 KAUM–I. 161796 KPM-NI 82681

Standard length (mm; SL) 115–136 133–153 148.7 133.3
Counts
 Dorsal-fin rays VI, 8–9 VI, 9 VI, 9 VI, 9
 Anal-fin rays III, 40–41 III, 40–43 III, 41 III, 41
 Pectoral-fin rays 18–19 18 18 19
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5 I, 5
 Caudal-fin rays 9 + 8 9 + 8 9 + 8 9 + 8
 Pored lateral-line scales 58–63 57–63 62 63
 Scale rows above lateral line 5½ 5½ 5½ 5½
 Scale rows below lateral line 12–13 12–14 12 13
 Cheek scale rows damaged 6 6 6
 Pre-dorsal-fin scale rows 30–31 32–35 34 35
 Circumpeduncular scales damaged 16 15 16
 Gill rakers 8 + 20–21 8 + 19–21 7 + 20 7 + 21
Measurements (% SL)
 Head length 29.4–29.8 30.1–31.7 28.9 29.7
 Head depth 31.5–33.1 30.6–34.5 31.5 32.3
 Pre-dorsal-fin length 38.3–39.7 38.6–41.4 38.5 37.8
 Pre-pelvic-fin length 39.1–40.4 38.3–40.3 39.5 39.0
 Pre-anal-fin length 42.6–56.0 50.7–52.9 55.5 51.2
 Body depth 42.6–43.5 42.4–44.3 46.2 44.9
 Caudal-peduncle length 8.8–9.7 7.1–9.2 8.9 7.9
 Caudal-peduncle depth 7.8–8.2 7.5–8.6 9.6 9.0
 Distance from DO to PO 41.9–42.6 41.7–43.7 45.0 45.2
 Distance from DO to AE 56.8–58.1 57.9–61.4 59.4 59.6
DO: dorsal-fin origin; PO: pelvic-fin origin; AE: posterior end of anal-fin base.
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隔（distance from dorsal-fin origin to pelvic-fin origin）につ

いては Koeda et al. (2010b)と中村ほか（2022）の報告し

た変異幅からわずかに外れた値を示した（Table 1）．しか

し，同様の変異幅は同属他種において種内変異として扱

われているため（Koeda et al., 2010a, 2013, 2014; Koeda and 

Motomura, 2017），本研究では御蔵島産標本と他海域産の

標本の間に認められた差異を種内変異として扱った．

御蔵島から得られた個体は御蔵島港において深夜 23時

に釣獲されたが，ハタンポ属魚類は夜間に日中の生息環境

から数百メートル離れた海域まで摂餌のために回遊する例

が知られており（Koeda et al., 2021），港内やその周辺の岩

礁域のすみかから摂餌のために来遊した個体が釣獲された

ものと推察される．

キビレハタンポは日本，台湾，インドネシア，ミャン

マー，オーストラリア，ソロモン諸島，およびサモアなど

の東インド－西太平洋の熱帯－亜熱帯域に分布し（Koeda 

et al., 2010b; Koeda, 2019; Randall, 2020），これまで日本国

内においては琉球列島に属する奄美群島の喜界島，八重山

諸島の西表島と与那国島からのみ記録されていた（Fig. 2；

Koeda et al., 2010b, 2016; 小枝，2018;中村ほか，2022）．本

研究により新たに伊豆諸島御蔵島における分布が確認さ

れ，これは同諸島における初記録かつ本種の分布北限とな

る（Fig. 2）．

御蔵島近海の魚類相は十分に研究がなされておらず，

漁業的調査に基づく記録や東京都のレッドデータブック・

レッドリストの編纂に伴う陸水域での単発的な調査記録に

とどまり（安藤・加藤，2008；瀬能，2011），島全体の特

に海洋に注目した網羅的かつ長期的な魚類相調査は進んで

いない（菅野，2009）．御蔵島周辺海域にはミナミハンド

ウイルカなどの鯨類，ハタ科やサバ科マグロ属などの大型

の魚類，アホウドリ科やオオミズナギドリなどの中型・大

型の海鳥類など主に魚類を餌とする大型生物が多く確認さ

れている（菅野，2009；本研究）．ミナミハンドウイルカ

においてはハタンポ科魚類を捕食する例も確認されており

（Takahashi et al., 2020），今回確認されたハタンポ属のよう

な小型魚類は大型生物に捕食されることで生態系の裾野を

支えていることが推察されるものの，この周辺海域の生態

系がどのような魚類相によって支持されているかを把握す

るためには継続的な調査が必要である．
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